
特集 分散･漢字情報処理システムとその適用
u.D.C.[る81.32ム022:る51･2]‥る58･8

丸紅株式会社大阪本社における分散処理システム
Distributed Data Processing SYStem Of MarubeniCorp･

近年,コンピュータ利用技術での新しい垂紳jとして,分散処理システムが注目さ

れている｡丸紅株式会社では,このような技術動向を背景に,従来の集中処理シス

テムから中央管理形分散処理システムへ,情報システム再構築を実施中である｡

この計画は,東京･大阪両本社に大形コンピュータを設置し,営業部門･支社支

店に設置された中･′ト形コンピュータとネットワークで結び,管理業務の集中処理

化,営業部P【卜支社支店業務の分散処理化とその有機的な結†ナにより,システム資

手原･人的資源の有効活用をイ足進するものである｡

この計画での最初の分散処理システムとして,大阪本社での繊維営業システム

(TEXシステム)が開発され,昭和55年11月から稼動中である｡

u 緒 言

丸紅株式会社では,全社的な情報システム再構築に際し,

本社の大形コンピュータを中心に,階層形分散処理形態によ

る管理部門の集中処理,営業部門･支社支店の分散処理の開

発に着手し,その-∴部が既に連用を開始している｡

本論文では,情報システム再構築計画の概要と,分散処理

として運用を開始した繊維営業システム(TEXシステム)の

概要を紹介し,中央管理形分散処手酌吏術について述べる｡

国 情報システム再構築計画

2.1全社情報システム計画

丸紅株式会社では,現在全社的に情報システム転換5箇年

計画を実施中であり,それに伴ってHITAC M-200H,HITAC

M-170,HITAC M-150H,HITAC L-330,HITAC端末シ

ステムなどを導入し,システムの開発･運用を行なっている｡

この計画での丸紅株式会社グ)システム指l呂=ま,管〕彗部門の集

中処理化と同時に各営業部門･支社支店グ)分散処理化であり,

更に,分散システム側のシステム開発･保守を集中化して実

施することによって,管理部門と営業部門が-一体となり環

境の変化に即応できる総合システムを建設することにある

(図1)｡

現在,この計画に基づいて,管理部Pl】の集中処理システム

として一般会計システムが,また営業部門･支社支店の分散

処理システムとして繊維官業システムと一部支店システムか

開発･運用されている｡

2.2 織維営業システム(TEXシステム)

繊維営業システムは,営業部門のうち最初に開発された中

央管理形分散処理システムで,大阪本社で運用されている｡

本システムは,繊維原料･製品の国内･貿易取引に際し,

成約から決済に至る一切の営業事務をシステム化し,ビデオ

端末によるダイ レクトインプット,伝票類の即時ビリング,

多種営業管王聾資料の充実や即時照会など,従来よりもいっそ

うエンドユーザー指向を図っている｡

更に,これらを実現するためプログラムの開発･保守や部

門間統合処理はホストコンビュ”タで,通常処理はロ"カル

コンピュータで実施する中央管理形分散処理システムを採用

している(図2)｡
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田 分散処理システムの概要

3.1 システム構成

丸紅株式全社大阪本社でのシステム構成を図3に示す｡

ハーードゥェアとしては,ホストコンピュータHITAC M-170

を中心に,分散処理用のローカルコンビュ【タHITAC L-330モ

デル6が5セット接続されている｡ホストコンピュータに

は,端末としてHITAC 9415ビデオデータシステムと束京本

社HITAC M-200Hへの回線が接続され,ローカルコンピュ

ータにも端末としてHITAC
T-5425ビデオデータシステムが

接続されている｡ホストコンピュータと各々のローカルコン

ピュータは,オンライン,リモートバッチ,バッチ伝送用に

大阪本社 東京本社

集

申

処

痩

管理部門
処理

システム

開発･保守

分散偶の

ホスト処理

ホ スト ホ スト

国 国

ヾ■ ～ ヽ ′ ～ ヽ

鼻

散

処

王里

′ l l ヽ

営業部門

処理

ローカル ローカル ローカル ローカル

コンピュータ‾‾‾コンピュータ

団戸国戸

コンピュータ…-コンピュータ

国戸国戸

準
散

/

ローカル

コンピュータ

国戸

支

＼

ローカル

コンピュータ

国ア

支社支店

処

痩

社

支
店

処理

区Il 全社情報システム計画概念図 情報システム再構築計画に従い.

段階的に建設する｡
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図2 中央管王里形分散処王里システム概要 通常処理は口_カルコンピ

ュータで.それ以外の処理はホストコンピュータで実施される｡

3回線で結合されている｡

図4にソフトウェア構成を示す｡

3.2 分散処理システム形態

繊維営業システムでの分散処理のシステム形態は,表lに

示すとおり8種類ある｡通常はこれら処理形態を組み合わせ

て,次に述べるように行なわれる｡

(1)各営業部門からのデータが集められ,ローカルコンピュ

ータにエントリされ,DB(Data Base)更新後必要な伝票が

どリングされる(オンラインローカル処理)｡

(2)このとき,ローカルマスタDBにデータがないものにつ
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図4 ソフトウェア構成 ホストコンピュータはVOS3,ローカルコン

ピュータはVOSOで構成されている｡

いてはニ ホストマスタDBへデータを取りにいく(オンライン

ホストローカル処理)｡

(3)ローカルコンピュータで処理されたデータは,オンライ

ン終了後全部門共通データと部門個別データとに分けられ,

全部門共通データは一括してホストコンピュータへ伝送又は

‡滋気テープで搬送される(バッチ伝送処理)｡

(4)伝送された全部門共通データは,ホストコンピュータで

全ローカルコンピュータ分が一括して処理され,部門個別デ

ータはローカルコンピュータで処理される(バッチローカル処

理,ホスト処理)｡

(5)ローカルDBやホストDBの情報検索は,少量の場合は

オンラインで実施される(オンラインローカル処理,ローカル

スルー処理)｡量が多い場合はビデオ端末をワークステーショ
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図3 システム構成
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HITAC M-170をホストコンピュータとし,5セットのHITAC L･330/6をローカルコンピュータとして構成されている｡
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表l 分散処‡里システム形態 下吾己処理形態を組み合わせて,中央管理形分散処理システムは運用される｡

項蕃 分鞍 処理形態 概 念 図 説 明

1

オ

ン

ラ

イ

ロ
ー

カ ル 処 王里

ローカル
ローカルコンピュータに接続されたビデオ端末から入

VDT- 0

DB

力されたデータを,ローカルコンピュータ内で処理する｡

通常のオンライン処理である｡

2 ローカルスルー処理

ローカル ホスト

VDT O

DB

ローカルコンピュータに接続されたビデオ端末からの
入力データは,ローカルコンピュータ内では処理されず,

ホストコンピュータ内でだけ処王里される｡ホストDBの間

い合せに使われる｡

3 ホストローカル処理

ローカル ホスト ローカルコンピュータに接続されたビデオ端末からの
/

系 VDT(∋ e

DB DB

入力データは,ローカルコンピュータ内で処理されるが,

不足データがあればホストコンピュータヘ取りにゆく｡

マスタDBメンテナンス処理に使われる｡

4 ホ ス ト 処 理

ホスト

0-VDT

DB

ホストコンピュータ内だけでの処理｡

プログラム開発･保守は,CORA+を使用してホストコン

ピュータで一元的に実施される｡

5

ノ(

ツ

チ

系

ロ
ー カ ル 処 理

ローカル

WS(

プリンルT｡B

ローカルコンピュータ内でのバッチ処理｡
通常のパッチ処王里であるが,ワークステーションからジ

ヨプ起動される｡

6 ホ ス ト 処 理
又トヵーり

DB
プリンタ

ホストコンピュータ内でのバッチ処理｡

全部門統合処理やパッチプログラムテストなどの処理が

ある｡

7 バッチ伝送処理

ローカル ホスト

((

))

ファイル ファイル

ホストコンピュータとローカルコンピュータ間のデー

タを,HIF汀を利用して送･受信する｡業務データ以外に

プログラムやマップもある｡

8 リモートバッチ処王里

ローカル ホスト

WS((lプリンタ

プリンタ･･T ｡B

ホストコンピュータ側にあるDBを使って,量的に多い

データを処‡里する｡

管理資料作成などに使用される｡

ンに切r)換え,ローカルDBに対してはバッチで,ホストDB

に対してはリモートバッチで凄求する(バッチロ∵カル処理,

リモートバッチ処理)｡

(6)ローカルコンピュータのプログラムや画面フォーマット

は,すべてホストコンピュータで開発･保守され,ローカル

コンピュータヘ伝送されて実行形式としてライブラリヘ格納

される(オンラインホスト処理,バッチ伝送処理及びローカル

バッチ処理)｡

3.き 分散処理システムの特長

丸紅株式会社大阪本社の分散処理システムは,次に述べる

ような特長をもっている｡

(1)データの分散化

システムへ入力されるデータと,これに対応すべきファイ

ルやDBはローカルコンピュータでもたせ,各部門共通デ←

タや集計･累計DBはホストDBとしてホストコンピュータ

でもたせている｡

(2)処理の分散化

通常業務はオンライン,バッチとも主としてローカルコン

ピュータで処理され,全部門統合処理やプログラム開発･保

守だけホストコンピュータで処理される｡これにより,ホス

トコンピュータの負荷を軽減している｡

(3)機能の分散化

営業部門に設置されている端末装置の制御機能,画面編集

機能,ワークステーション機能,ローカルDB管理機能など

をローカルコンピュータにもたせることにより,ホストコン

ピュータの負荷を軽減している｡

(4)データ形式の統一化

ホストコンピュータとローカルコンピュータのDB構造や

オンラインメッセージの相違を,統一化したデータ形式を設

定することにより,業務プログラムからの意識を不要とした｡

(5)バックアップの共通化

1台のローカルコンピュータに致命的な障害が発生した場

合,他のローカルコンピュータでもその処理が可能なように,

ハードウェア,ソフトウェアともに考慮してある｡

(6)プログラム開発･保守の集中化

業務70ログラムの開発･保守は,CORAL(Customer Ori-

emtedApplication Program Development System■)を使用し,

ホストコンピュータで一元的に実施している｡これによr)プ

ログラム開発･保守効率とその管理レベルの向上を果たして

いる｡

田 システム開発上のポイント

既に述べたように,丸紅株式会社大阪本社では分散処理シ

ステムを開発したが,本システム開発に際しての留意点につ

いて以下に述べる｡

4.1 データの分散イヒ

システムへ入力されてくるデータのチェックを行なったり,

更新されたりするためのデータをどこにもたせるかは,分散
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処理での最も重要なポイントの一つである｡本システムでは,

これらファイルやDBをローカルコンピュータ側にもたせ,

ホストコンピュータの負荷を軽減するとともに,通常処理は

ローカルコンピュータ内で処理可能とした｡なお,このため

のソフトウェアとしてローカル側はPDM(PracticalData

Manager),ホスト側はADM(Adaptable Data Manager)を

使用した｡

4.2 インタフェースの多様化

ホストコンピュータとローカルコンピュータ間のイ ンタフ

ェースは,運用･障害上の問題を考慮すれば複数種類の方法

をもつべきである｡本システムでは,回線,磁気テープ,フ

ロッピーディスクと3種類を設定し,状況に応じた使用形態を

とっている｡なお,回線も1ローカルコンピュータ当たりバ

ッチ伝送用,リモートバッチ用,オンライン用の3回線をも

たせ,伝送効率向上のためデータの圧縮を実施している｡

4.3 プログラム開発･保守方法

丸紅株式会社ではCORALによりシステム開発を実施して

いる｡本システム開発も,すべ‾てホストコンピュータHITAC

M-170を使用して,プログラムの製造･テストを実施し乍｡

ホストコンピュータでのCOBOLとローカルコンピュータで

のCOBOLはその仕様が一部異なるために,移行に当たって

は一部70ログラムを修正しなければならないが,CORALに

ローカルコンピュータでのCOBOLソース出力オプションを

組み込むことにより,テスト完了プログラムのうちローカル

コンピュータで動作する分は,再CORALコンパイルを実施

すればよいようにした｡これで作成されたCOBOLソースは,

回線/才義気テープ及びフロッピーディスクによりローカルコンピ

ュータへ送られ,コンパイル,リンケージ後ライブラリへ登

録される｡なお,画面編集用のマップについても同様にCORAL

のMAP･DBから抜き出し,ローカルコンピュータへ伝送し

てマップライブラリへ登録される形となっている(図5)｡

4.4 ADMインタフェースリンカの開発

CORALで開発されたプログラムをVOSO(VirtualOperating

System O)/TMS-1(TransactionManagelnent System-1)/

PDMの下で実行させる場合は,従来のリンカと異なりADM

のDB/DC(Data Base/Data Communication)CALLインタフ

ェースを支援し,これをDBについてはPDMインタフェー

スに,DCについてはTMS-1インタフェースに変換するリン

カが必要となる｡今回のシステム開発に際しては,キヤノン

株式会社で開発されたHITAC8250用リンカを参考にして,

ADMのDB/DCインタフェースによるリンカと,バッチプロ

グラム用のファイルⅠ/0(Input/Output)ルーチンを開発した｡

なお,これらツール群をクロスCORALと総称している｡

4.5 データ形式の統一

システムの開発･運用上や障害回復方法などで,ホストコ

ンピュータとローカルコンピュータでのデータ形式を統一し

ておくことは重要である｡今回の■開発に際しては,オンライ

ンメッセージフォーマットの統一だけでなく,各種インタフ

ェースデータフォーマットや,DBダンプフォーマットを統

一した｡そのため,DBダンプ,リロードプログラムなどを開

発したが,これにより,プログラムだけでなく,ファイルや

DBも,ホストコンピュータでもローカルコンピュータでも

扱えるため,どちらでも処理が可能となった｡

ヰ.6 陣書匡l復

ローカルコンピュータのオンライン処理は,入力トランザ

クションも多くその処理も極めて複雑であるため,標準障害

回復方法(ファイルジャーナル方式)をとらず,
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図5 プログラム開発･保守方法 プログラム開発･保守はCORA+に

よりホストコンピュータで実施しているが.今回VOSO用オプションの開発によ

り,ローカル分もー元的に開発可能となった｡

(1)ユーザーインプットジャーナルリラン

入力トランザクションジャーナルとバックアップDBより,

オンラインプログラムをバッチ環境で実行しDBを元にもどす｡

(2)クイックリラン(オンラインプログラム異常時)

リ ンカで1トランザク ショ ンのファイルジャーナルをと

り,オンライン70ログラム障害時は,この情報からDBを回

復する｡

の2方式と,それを支援するツールを開発した｡更に,全ロ

ーカルコンピュータのノ､-ドゥェア構成を同一にし(端末上装置

を除く),プログラム,JCL(Job ControILa喝uage),マ

ップなど,ソフトウェアも同一にしてあるので,どのローカ

ルコンピュータでもバックアップできるようになっている｡

また,ホストコンピュータとローカルコンビュ｢タ問のメッ

セージについては,メッセージ抜けや二重入力のチェックの

ため,メッセージに通番を付加して管理しているが,運用的

には同一端末装置から再送要求が可能である｡

■l j結 言

全社情報システムの一環として,営業部門･支社支店での

最初の中央管ヨ聖形分散処理システムを開発し運用を開始して

いるが,まだ残存業務もあり,メリット,デメリットを評価

できる段階ではなく,今回の経験を踏まえた次の段階への試

行過程であると考えている｡

本論文では,丸紅株式会社大阪本社での分散処理システム

の概要と,その開発上のポイントについて述べたが,今後ま

すます発展すると思われる分散処理システム設計への参考と

なれば幸いである｡
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